
4 (0)

0 (0)

0 (0)

0 (0)

0 (0)

0 (0)

0 (0)

3 (0)

3 (0)

6 (0)

15 (0)

31 (0)

検出値

5.7Bq/kg

3.5Bq/kg

2.6Bq/kg

＜参考＞トリチウムの基準値 ・WHO(世界保健機関) ： 飲料水 10,000Bq/L

・コーデックス委員会 ： 乳児用食品 1,000Bq/kg

・コーデックス委員会 ： それ以外の食品 10,000Bq/kg

25

100

● 検出下限値について

単位 ： Bq/kg

● 検査対象範囲について

農畜産物とその加工品

漁獲・採取場所
放射性セシウム

飲料水(茶も含む)､牛乳､乳幼児用食品

飲料､乳製品､米

青果､きのこ類(しいたけ除く)、

肉類､卵､魚介類､その他食品

50

100

飲料水(水、飲用茶)

乳児用食品、牛乳

一般食品

しいたけ

10

10Bq/kg

備考漁獲・採取日
トリチウム

( )内は検出下限値

単位 ： Bq/kg

パルシステムでは、食品に残留する放射性セシウムについて

自主基準を設定しています。放射線には、これ以下なら安全

という境界の値がないと仮定したリスク管理が望ましいと

されています。そのため、基準以下であっても放射能低減を

追求します。検査の結果、自主基準を超えて検出された場合

は供給しません。

商品名

三陸産するめいか下足（ふぞろい）　２２０ｇ

飲料水・飲料、牛乳、乳製品、米、青果類、

きのこ類(しいたけ含む)、肉類、卵、魚介類、

その他食品

3

100Bq/kg 100Bq/kg

25Bq/kg 100Bq/kg

水産物とその加工品

北海道を除く東日本産（新潟･長野･静岡以東の本州産）

日本沿岸･近海・一部の北太平洋・淡水産水産物

三陸沖(宮城沖、岩手沖)

● トリチウム検査結果
トリチウム検査については外部検査機関にて分析を行い、結果を都度公表します。

なお日本では食品における基準値の設定がないため、パルシステムでも基準値を設定していません。

検出せず　(3Bq/kg)検出せず　(10Bq/kg)2024年6月～8月

( )内は検出下限値

自主基準

卵

魚介類

72

国の基準

(6)

2026/6/24

2026/6/17

2026/2/4

検出日

こどもと食べるほしいも　５０ｇ 株式会社壮関　さくら工場

生しいたけ（原木栽培）

きゅうり
50Bq/kg

(0)

0 (0)

(0)

(0)

(0)

● 過去１年間で検出された商品

904 (0)

(22)1726

3 (0)

33 (0)

38 (0)

31 (0)

2026年7月4回（B週）

放射能検査のお知らせ

● 今週の放射能検査状況（2026/6/25 ～ 7/1)  ＊放射性セシウムについて

備考

一部の商品を除き、お届けするまでに検査を実施しています。2011年の放射能検査開始から2026年3月末までの累計検査数は49,960件です。

7/20 ～ 7/24

2026/7/2

商品名

(5)

(0)

(0)

105 (0)

39 (0)

235 (1)

177

牛乳・乳製品

肉類

放射能検査のポイントと商品検査センターの取り組みについては、次のページもご覧ください。

お届け日：

発行日：

検出下限値
（セシウム134、137それぞれの検出下限値を

下記の通りとしています）

最終製造者

ＪＡつくば市谷田部 産直部会

夢みなみ農業協同組合

国の基準

10

乳幼児用食品

検出下限値とは「検出できる最小値」のことです。パルシステムでは、

高性能に放射能を検出できるゲルマニウム半導体検出器を2台導入して検査を

行い、乳幼児用食品（『yumyum For Baby&Kids』掲載商品、および

インターネットの『ベビー＆キッズOK食材』商品）については検出下限値を

1Bq/kgまで、その他の商品は3Bq/kgまで検査しています。

1

20 (0)

検体数

(　)は検出数

2026年度累計検体数

(　)は検出数

81

7

0

1

3

(1)

自主基準
（セシウム134、137の合計）

359

(0)

(0)

7

パルシステムの放射能検査について

飲料水・飲料

乳幼児用食品

その他加工食品

合計

品目

0

11

青果

しいたけ

きのこ類(しいたけ除く)

米

2025年度累計検体数

(　)は検出数

281 (0)

(21)37




